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IYEOが発展していくために、協力しあいましょう！
社会に貢献できる団体として、日本青年国際交流機構が発展していくためには、
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～ IYEOへの寄付について ～

活動内容：1年（夏・秋・冬・春）
一口10,000円寄付
このうち、寄付者の選択する全国の季節の
品をお届けします。旬の品は、会員が関わる
事業者に協力をお願いし、おいしくいただ
ける品を選定します。（本文9ページ参照）
＊平成28年度秋より受付予定。
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口座番号： 00190-2-464228
銀 行 名：ゆうちょ銀行
店 番 号：０１９（ゼロイチキユウ）
預金種目：当座
＊一口1,000円から何口でも！！
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I
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り
社
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に
貢
献
す
る
活
動
への
取
組
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

規
約
を
改
正
し
ま
し
た
！

規約を改正しました！

日本青年国際交流機構規約

　日本青年国際交流機構（以下「IYEO」という。）は、国際青年
年の昭和60年4月に、当時の事後活動団体であった「日本青年
海外派遣青友会」と「青年の船の会」を統合し、本格的な社会貢
献活動団体を目指して設立し、活動を継続してきた。30周年を迎
えた平成27年、その使命と果たすべき役割を新たに見直して、よ
り一層の飛躍を目指すものである。
　内閣府（総理府・総務庁）青年国際交流事業（以下「内閣府
青年国際交流事業」という。）は、日本と世界の国 と々の平和的関
係構築のために、青年の人材育成を通して貢献していくことを目
指して取り組まれ、さらに、青年が当該事業で得た知識と能力をい
かして、人的つながりを継続・発展させ、社会に貢献する力になる
ことを目的としている。
　IYEOの会員は、こうした内閣府青年国際交流事業の目的を具
体的に実現するために、日本代表青年として青年親善使節大使
の役割を担った事業参加時の想いを新たにし、日本人としてのア
イデンティティを自覚するとともに民間外交を担う気概を持ちなが
ら、世界の平和、国際交流の発展、そして日本各地域の活性化に
貢献するべく、広く賛同者を求めつつ活動に取り組んでいく。

　内閣府青年国際交流事業の歴史は、今上陛下の御成婚記念
事業として昭和34年度に開始された青年海外派遣事業に始ま
り、平成6年度からは、皇太子殿下の御成婚記念として国際青年
育成交流事業に発展的に改組されている。さらに、より多くの青
年に海外を体験させるために「青年の船」事業が昭和42年から
開始され、「世界青年の船」事業への改組を経て「シップ・フォー・
ワールド・ユース・リーダーズ」として実施されている。
　そして、外交上の契機としては、昭和49年度からは「東南アジ
ア青年の船」事業、昭和54年度から日本・中国青年親善交流事
業、昭和58年度から日本・韓国青年親善交流事業が実施されて
いる。また、非営利団体の人材育成を目的として、平成14年度か
ら青年社会活動コアリーダー育成プログラム及び同プログラムを
改組して平成28年度から地域課題対応人材育成事業「地域コ
アリーダープログラム」が実施されている。
　こうした内閣府青年国際交流事業をはじめとする青年国際交
流事業による青年の人材育成の重要性を強く主張し、今後も青
年層に事業が継続して提供されることを強く訴えていくことも、
IYEOの重要な役割である。

第1章　総則
（名称）
第1条　本会は、「日本青年国際交流機構」と称し、英語名は、
　International Youth Exchange Organization of Japan とし、
　略称を「IYEO」とする。

（目的）
第2条　本会は、前文に掲げる内閣府青年国際交流事業の歴史と
　目的を基に、青年国際交流事業で得た個々人の力及び世代、性
　別、職業及び国を越えたネットワークをいかして、リーダーシップを
　発揮できる青少年の人材育成に取り組むとともに、日本の各地域
　の活性化及び国際社会への貢献に資することを目的とする。

（活動）
第3条　本会は、前条の目的を達成するため、次の事業及び活動
　を行う。
　（1）国際交流事業
　（2）国際貢献活動　
　（3）青少年育成事業及び活動
　（4）内閣府が実施する青年国際交流事業への協力
　（5）公的機関、団体が実施する青少年国際交流事業への協力
　（6）会員相互の交流及び研鑽を図る活動
　（7）その他本会の目的達成に必要な事業及び活動

第2章　会員
（会員）
第4条　本会の会員は、次のとおりとする。

　（1）正会員　内閣府青年国際交流事業に参加した者
　（2）一般会員　本会の活動の目的に賛同し、共に活動すること
　    を希望して入会した者
　（3）賛助会員　内閣府青年国際交流事業に参加した指導者
　    及び関係者等、本会の目的に賛同し、本会の事業を賛助す 
       るため入会した者
　（4）団体会員　本会の活動の目的に賛同し、それぞれの活動
　    情報を共有するとともに、協力して社会の活性化に資するこ 
       とを目的として入会した団体
　（5）名誉会員　内閣府青年国際交流事業に貢献及び協力し
　   た関係者（正会員、一般会員、賛助会員及び団体会員を
       除く。）
2 入会手続及び会費その他会員に関して必要な事項について　
　は、別に定める。

第4章　都道府県機構及びブロック
（都道府県機構）
第9条　本会は、各都道府県に都道府県機構を置き、「○○青年
　国際交流機構」（略称：○○都道府県IYEO）と称する。
2 前項の英語名称は、International Youth Exchange
　 Organization of ○○（略称：○○IYEO）とする。ただし、日英
　標記共に、一の都道府県機構が従前の伝統に基づく独自の呼
　称によることを妨げない。
3 各都道府県機構は、本会の目的達成のため独自の活動を行うほ
　か、会務の推進に参画する。

平成28年度
IYEO会長あいさつ

日本青年国際交流機構
会 長 佐藤　恵一
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熊
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。
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が
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ェ
ク
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。

　
今
年
度
も
、そ
の
成
果
を
確
認
し
つ
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
展
、
継
続
し

「
I
Y
E
O
会
員
マ
ッ
プ
」や「
I
Y
E
O
に

寄
付
し
て
旬
の
品
を
食
べ
よ
う
！
」な
ど
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、昨
年
度
の
大
き
な
取
組
と
し

て
は
、内
閣
府（
総
理
府
・
総
務
庁
）青
年

国
際
交
流
事
業
の
長
い
歴
史
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概
を
持
ち
な
が
ら
、

世
界
の
平
和
、国
際
交
流
の
発
展
、そ
し
て

日
本
各
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
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取
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。
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。
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携
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受
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取
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。
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。
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よ
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携
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。
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取
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の
皆
様
に
は
、是
非
と
も

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
規
約
全
文
を
熟
読
く
だ
さ

り
、そ
の
趣
旨
を
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、各

分
野
、各
地
域
で
の
活
動
に
共
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

【日本青年国際交流機構規約】 
http://www.iyeo.or.jp/ja/profile/doc/
kiyaku_iyeo_160401.pdf
【会員規則】
http://www.iyeo.or.jp/ja/profile/doc/
kisoku_kaiin_160401.pdf

規約より抜粋

前　文
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Ⅲ．本部における活動計画

Ⅱ．主な活動分野　

Ⅰ．活動方針　

平成28年度　日本青年国際交流機構（IYEO）活動方針・活動分野・活動計画

 1. IYEO設立30周年プロジェクトの継続 
（1）設立30周年記念を機に取り組んだ事業を継続しつつ、その企画立案・実 
     施とその成果の取りまとめ
（2）2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた取組
     日本肢体不自由者卓球協会をはじめとする関係団体の活動に協力するた     
     めに、ボランティア翻訳・通訳活動チームの立ち上げ・実施
（3）団体会員を中心とした関係団体との交流事業の実施

2．東日本大震災の被害からの復興活動への取組  
平成23年3月11日（金）に発生した「東日本大震災」による被害への復興支援
を継続的に行うべく、岩手県、宮城県、福島県を中心とした被災地のニーズを
把握し、都道府県IYEOとの連携を強化して進めていく。
（1）東北ビジット／東北へ行こう！キャンペーン 
（2）東日本大震災復興支援のための募金活動 
（3）継続支援を行う地域のニーズの明確な把握、効果的な支援への取組 
（4）国際交流の視点を取り入れた活動を、被災地において積極的に展開 
（5）ホームページ等で世界や全国からのメッセージや活動内容の発信
 
3．青少年分野についての意識の啓発及び具体的な活動の推進
（1）子ども・若者施策への提言 
（2）青年のリーダーシップの向上や社会への参画意識を高めることができる内
　  容及び異文化理解を促進する内容の自主事業の企画・運営 
（3）子ども・若者育成支援推進法の普及・啓発への協力 
（4）各種青少年国際交流事業へのリーダー推薦及び公的委員会等への人材推薦 
（5）他分野、他団体との連携活動の推進（共催、後援、協力） 
（6）社会活動（ボランティア活動）の啓発・促進 
     ①「自主活動サポート助成金制度（チャレンジ・ファンド）」 
     ②「ボランティアのすすめ」 

4. 国内ネットワークの強化 
（1）各事業直後の全体での事業報告会の開催（年3回） 
     内閣府及び（―財）青少年国際交流推進センターと共催 
     ①「グローバルリーダー育成事業」報告会 　平成28年6月26日（日） 
     ②平成28年度航空機による青年海外派遣報告会 平成29年2月5日（日）
     ③第43回「東南アジア青年の船」事業報告会 平成29年2月26日（日） 
（2）事業毎の国内ネットワークの自主的強化 
     ①第9回Air-Net Dayの開催
     ②日本・中国青年親善交流事業関係者による中国同窓会の開催 
     ③各事業関係各国大使館への訪問 
     ④「青年社会活動コアリーダー育成プログラム」既参加者の情報交換会の開催 
（3）会員情報の把握強化 
     「IYEO会員データプロジェクト」の継続 

5．全国大会の開催 
第32回全国大会新潟大会 日程：平成28年8月27日（土）～28日(日) 開催地：新潟県

6．全国推進会議の開催 
第64回全国推進会議 日程：平成28年8月26日（金）～27日（土） 開催地：新潟県 
第65回全国推進会議 日程：平成29年2月11日（土）～12日(日) 開催地：東京都 

7．ブロック大会（青少年国際交流を考える集い）
平成28年度中に8ブロックにおいてブロック大会を開催する。今年度北信越ブ
ロックについては、全国大会と同時開催とする。 
ブロックごとに活動方針に沿ったテーマを設定し、ブロック大会開催の際に掲
げて、会員の活動についての共通認識の形成と意識高揚に資する。 

8.都道府県IYEO役員研修の開催 
都道府県IYEOで事務局を担当する役員メンバーから代表者を集めて、実務研
修を行う。 都道府県IYEOの活動基盤の充実を図ることにより、全国組織とし
ての組織基盤の確立を目指して人材育成の一環として行うものである。 
日程：平成28年6月4日（土）～5日（日）（一泊二日） 開催地：東京都

9．海外とのネットワークの強化
（1）SSEAYPインターナショナル第28回総会の開催 
     （日程：平成28年4月29日（金）～5月2日（月） 開催国：カンボジア） 
（2）「世界青年の船」事後活動組織（SWYAA）国際大会の開催 
     （日程：平成28年9月20日（火）～9月24日（土） 開催国：インド） 
（3）中華全国青年連合会を基本にした日本・中国青年親善交流事業の中 
     国既参加青年と連携 
（4）日本・韓国青年親善交流事業の韓国既参加青年との連携 
     （第13回「日韓交流連絡会議」の開催 日程：調整中　　開催国：韓国）
（5）国際青年育成交流事業のネットワーク形成に向けた調整 
     国内におけるAir-Net Day の開催などを軸におきながら継続的派遣国を中心に発展 
（6）青年社会活動コアリーダー育成プログラムのネットワーク形成に向けた調整 

10．国際並びに国内支援活動 
（1）インドシナ津波被災国であるスリランカへの支援（スリランカ教育支援プロジェクト）
     を始めとする「世界青年の船」事後活動組織（SWYAA）における国際支援活動の継続 
（2）タイの「For Hopeful Children Project」への支援活動を始めとする「東南   
    アジア青年の船」事業事後活動連携組織（SSEAYPインターナショナル） 
    における国際支援活動の継続 
（3）事後活動組織の国々においての災害に対して、各国事後活動組織との
     連携による支援 
（4）各都道府県においての災害に対して、都道府県IYEOとの連携による支援

11．平成28年度、29年度内閣府青年国際交流事業募集広報
　　への協力並びに団体としての広報活動強化 
IYEOの社会活動団体としての活動実績を明確にアピールし、非営利団体とし
ての社会的役割を広く知らしめるための広報活動に力を入れるとともに、内閣府
青年国際交流事業の充実を図るために、参加者募集広報活動の協力に重点
をおいて取り組む。 
（1）事業広報 
①年間を通しての広報活動の工夫 　　　
②事業報告会及び事業説明会の開催 
③大学での事業説明会への協力 
④募集パンフレットの配布先の開拓 
⑤マスコミへの紹介 
⑥企業への事業説明 
⑦その他、効果的な広報活動を検討し推進 

１2．事後活動「Bulletin Board」の発行 
年4回（全体発送と全国大会案内、事後活動ニュースの発送時に同封）発行 
都道府県IYEOの連絡文書発行に協力（A4両面スペースに都道府県または
ブロックごとに印刷して全体送付の際に同封） 

１３．財政基盤の確立 
会員に対しての呼びかけを含め、継続的な寄付金収入の確保に努める。 
財政強化検討チームによる、具体的な財政基盤の強化への積極的取組

（2）団体広報 
①広報誌等の活用 
②IYEOライブラリーの更新
③ソーシャルメディアの活用 
④その他、効果的なツールの活用

日本青年国際交流機構
設立30周年プロジェクトへの継続　

※詳細はP6-8参照

社会でリーダーシップを発揮できる人材育成を目指して
現代のグローバル社会においては、幅広い視野を持って柔軟に新しい取組を考え、実行できる人材が必要とされている。

日本青年国際交流機構設立30周年に当たり、次の10年を見据え、内閣府青年国際交流事業で培われた青年育成のノウハウと
事後活動組織として半世紀を超え築き上げた実績とネットワークをいかし、社会で活躍できる人材育成に取り組む。

１．青年層活性化の基盤づくりに取り組もう
社会活動における青年のニーズを把握して、青年の活動の場作りと環境整備に取り組むべく、

国に対して青年施策についての提言を積極的に行う。同時に、これまで培ったノウハウを次世代へ継承するとともに、
他団体との連携等による地域活動の促進、青年による社会の活性化を目指す。

２. 地域社会を活性化するとともに地域に貢献できる人材育成に取り組もう
地域における国際交流活動を含む社会活動に積極的に取り組み、世界との距離を狭めるとともに、

地域のニーズに合った貢献ができる人材の育成に努める。 

３．国際ネットワークをいかした国際協力活動に取り組もう
国内外における様々な課題に対応するため、国際協力活動を推進し、社会に貢献していく。

5 4

　　　　　第1分野 ： 青少年分野についての活動の啓発
 
（1）全国の会員からの意見をまとめて、国の子ども・若者施策に対して提言書を提出 
（2）国及び地方自治体の青少年に関する法律及び条例の普及・啓発への協力 
（3）若者の人材育成並びに意識啓発を目的とした独自の自主事業への取組 
（4）社会活動の推進 
（5）青少年分野にかかわる公的な場への人材推薦及び積極的発言 
（6）他団体との連携

地域の活性化に

　　　　　第2分野 ： 地域の活性化に資する活動
 
（1）チャレンジ・ファンドを活用した地域と連携したプロジェクトの実施
（2）地域課題解決に向けた国際的視野と専門性をいかしたフォーラム等の開催
（3）地域の行政や他団体と連携して、地域の特色や産業の国内外への発信

　　　　　第3分野 ： 地域における国際交流活動を基本にした
               人材育成

（1）短期の海外派遣事業 
（2）国際理解を深める勉強会やワークショップなどの研修プログラムの開催 
（3）小中学校の国際理解教育への協力 
（4）在住外国人への支援活動や地域の人 と々の交流プログラムの実施
（5）内閣府青年国際交流事業報告会の開催

地域の活性化に
  
 

第

・

年受入れ

　　　　　第4分野 ： 国際交流事業受入れへの協力・自主事業に
　　　　　よる外国青年受入れ／派遣

（1）青年国際交流事業へのプログラム内容の提言 
（2）行政・団体等との連携による地元青年を含めての受入実行委員会の組立て 
（3）ホームステイのアレンジ 
（4）地域産業並びに多様な分野との連携による外国青年の日本理解促進 
（5）団体及び大学との連携によるディスカッションプログラムの組立て

地域の活性化に

 

　　　　　第5分野 ： 都道府県IYEO及び会員のネットワーク強化
　　　　　と啓発活動

（1）全国大会、ブロック大会（青少年国際交流を考える集い）などの開催 
（2）都道府県IYEO役員研修の開催 　
（3）ブロック内IYEO間の連携強化の取組 
（4）各事業の既参加者の縦のつながりを促進する取組による国内ネットワーク強化 
（5）ブリテンボード発行などによる会員間の情報共有 
（6）会員情報の把握強化 

地域の活性化に

　　　　　第6分野 ： 国際協力活動

国内外で起きる災害や諸問題に対して、各国の事後活動組織と連携して問
題解決に向けて取り組む

　　　　　第7分野 ： 内閣府青年国際交流事業の外国参加青年
　　　　　とのネットワーク

（1）「東南アジア青年の船」事業のASEAN各国事後活動組織との国際連携  
　　組織（SSEAYPインターナショナル） 
（2）「世界青年の船」事業参加46か国の事後活動組織との国際連携組織
　　（SWYAAインターナショナル） 
（3）中華全国青年連合会を基本にした日本・中国青年親善交流事業の中国
　　既参加青年との連携 
（4）日本・韓国青年親善交流事業の韓国既参加青年との連携 
（5）国際青年育成交流事業の交流国であるドミニカ共和国とバルト3国のネットワーク形成 
（6）地域コアリーダープログラムのネットワーク形成

 

　　　　　第8分野 ： 広報活動への積極的取組

（1）内閣府青年国際交流事業募集広報への協力 
（2）団体をアピールするための広報

 

　　　　　第9分野 ： 財政基盤の確立

将来を展望した運営と財政基盤確立を目指した、財政強化検討チームの活動強化 
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年
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京
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に
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主
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長 
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問

　
2
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火
）に
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か
国
の
S
W
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A
A
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3
名
の
本
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役
員
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、牧
原
秀
樹
自
由
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主
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青
年
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長
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表
敬
訪
問
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ま
し
た
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IYEO設立30周年プロジェクト　報告 「創る。つながる。新しいIYEO。」をテーマに、IYEO設立30周年プロジェクトを実施しました。

1
．グ
ロ
ー
バ
ル
な
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
活
躍
で
き

る
青
年
を
育
成
し
、地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
ビ
ジ
ッ
ト
東
北
ツ
ア
ー

地
域
へ
の
貢
献
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ビ
ジ
ッ
ト
東
北
ツ
ア
ー
を
実
施

し
、2
0
1
1
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
あ
る
岩

手
県
陸
前
高
田
市
と
大
船
渡
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。ツ
ア
ー

に
は
、海
外
か
ら
の
参
加
者

　

名
を
含
む

　

名
が
参
加
し
、被

災
地
の
現
状
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

2
．I
Y
E
O
の
活
動
や
I
Y
E
O
会
員
の
活
躍

を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
I
Y
E
O
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
選
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成

　

年
1
月
中
旬
〜
3
月
中
旬
の
募
集
期
間
に

　

作
品
の

応
募
が
あ
り
、選
考
の
結
果「
ラ
ン
ナ
ス
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

是
非
活
用
く
だ
さ
い
。

■
I
Y
E
O
独
自
広
報
誌「
H
U
M
A
N
O
」誕
生
！

I
Y
E
O
活
動
の
、よ
り
詳
細
な
情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め

に
、独
自
の
広
報
誌「
H
U
M
A
N
O（
ウ
マ
ノ
：
ラ
テ
ン
語
で

「
人
」を
意
味
し
ま
す
）」を
発
行
し
ま
し
た
。

■
フ
ァ
ン
ド
レ
ー
ジ
ン
グ

「
I
Y
E
O
に
寄
付
し
て
、旬
の
品
を
食
べ
よ
う
！
」

東
日
本
大
震
の
被
害
を
受
け
た
東
北
エ
リ
ア
へ
思
い
を
馳
せ
な

が
ら
、被
災
地
の
方
々
に
も
I
Y
E
O
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
フ
ァ
ン
ド
レ
ー
ジ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。

I
Y
E
O
の
応
援
者
で
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
方
に

I
Y
E
O
会
員
が
提
供
す
る
東
北
の
特
産
品
を
お
礼
の
品
と

し
て
送
り
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、多
く
の
方
に
東
北
エ
リ

ア
を
応
援
し
な
が
ら
、I
Y
E
O
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、

寄
付
者
の
拡
充
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。第

1
回
目
は

　

口
の
支
援
者
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。平

成

　

年
度
か
ら
は
、対
象
エ
リ
ア
を
東
北
か
ら
全
国
に
広
げ

て
、フ
ァ
ン
ド
レ
ー
ジ
ン
グ
活
動
を
継
続
予
定
で
す
。

29

19

20

42

28

36

■
I
Y
E
O
会
員
マッ
プ

　
都
道
府
県
I
Y
E
O
ご
と
に
、社
会
で
活
躍
し
影
響
を
与

え
て
い
る
会
員
を
紹
介
す
る「
I
Y
E
O
会
員
マ
ッ
プ
」素
案

を
作
成
し
ま
し
た
。　

年
に
わ
た
る
内
閣
府
青
年
国
際
交
流

事
業
の
参
加
者
の
世
代
間
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、同

じ
志
を
持
っ
て
活
動
す
る
仲
間
と
の
連
携
を
図
り
、

I
Y
E
O
の
人
材
の
豊
富
さ
を
、会
員
や
一般
の
方
に
知
ら
せ

る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。現
在
都
道
府
県
I
Y
E
O
を
窓

口
と
し
て
随
時
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　

IYEO設立30周年プロジェクト実施概要

1．目的：

2．ねらい：世界にネットワークを持つ全国レベルの青少年団体として、次の3点の
　 実現を目指す。

3．期間：平成27年4月1日～平成28年3月31日
4．主管：IYEO設立30周年プロジェクト実行委員会

❶グローバルなマインドを持って活躍できる青年を育成し、地域の活性化に貢献する。
❷IYEOの活動やIYEO会員の活躍を積極的に発信することでブランド力を高める。
❸行政や他団体と広く連携し、青少年団体の中核を担う。

❶国際交流を通じて、リーダーシップを発揮できる青年を育成する。
❷継続的に青少年分野においてリーダーシップを取れる団体としての対外的
　認知度を上げ、社会的信頼を厚くする。

平成27年2月
3月中旬
4月～

5月2日

6月6日

7月18日

7月18-19日
7月24-26日
7月31日
8月29-30日
8月30日
10月17日-18日
10月24日

11月28-29日

11月29日 
　
12月5-6日
12月～
平成28年1月30日

2月
3月26日
3月

IYEO設立30周年企画プロジェクト　実施報告
実行委員会立ち上げ
IYEOキャラクター選定プロジェクト
九州ブロック：IYEO設立30周年リレー
プロジェクトIn九州
北信越及び北海道・東北ブロック：新潟×東北
（福島・宮城・岩手）チューリップ大作戦
関東ブロック：ブロック内訪問ツアー①
群馬県：大泉町文化体験ツアー
関東ブロック：ブロック内訪問ツアー②
山梨県：富士山体感ツアー
北海道・東北ブロック大会青森大会
ビジット東北ツアー
HUMANO（IYEO独自広報誌）創刊
全国大会高知大会
IYEOキャラクター表彰式
近畿ブロック大会奈良大会
関東ブロック：ブロック内訪問ツアー③
埼玉県：川越ツアー
北信越ブロック大会石川大会
関東ブロック大会千葉大会
関東ブロック：ブロック内訪問ツアー④
千葉県：成田空港ツアー／成田山ツアー
中国ブロック大会鳥取大会
「IYEOに寄付して、東北の旬を食べよう!」開始
関東ブロック：ブロック内訪問ツアー⑤
神奈川県：中華街ツアー
IYEO会員マップ素案完成
近畿ブロック：「インドネシア・イエメン食文化交流パーティ」
神奈川県IYEO　IYEO設立30周年記念冊子発行

11

40

27

22

16

28

57

■
I
Y
E
O
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

詳しくはこちら⇒　http://iyeolibrary.blog.fc2.com/
　IYEO会員等による著作をウェブサイト上で紹介するIYEOライブラリーが、IYEO設立
30周年にあたる、平成27年に公開されました。さまざまな分野で活躍する会員による著
作を通じて、IYEOの人材の特色や幅広いネットワークを知ることができます。
　ウェブサイトには、著作の紹介と共に、ここでしか読めない、著者から会員の皆さんへ
のコメントが掲載されています。現在の登録数は44点ですが、随時更新しています。
IYEOライブラリーへの追加や推薦したい図書の御相談は、IYEOライブラリー実行委員
（iyeolibrary@iyeo.or.jp）へ御連絡ください。

22

31

27

内閣府青年国際交流事業の前担当副大臣である赤澤亮正衆議院議員（中央）と共に
（中国ブロック大会鳥取大会）

牧原秀樹自由民主党青年局長（右）と第42回「東南アジア青年の船」
事業日本参加青年との懇談
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IYEO設立30周年プロジェクト　報告

■
関
東
ブ
ロッ
ク
I
Y
E
O
設
立

　

周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
関
東
ブ
ロッ
ク
内
訪
問
リ
レ
ー
ツ
ア
ー
」

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
内
訪
問
リ
レ
ー
ツ

ア
ー
」を
5
回
実
施
し
ま
し
た
。

①
群
馬
県
：
大
泉
町
文
化
体
験
ツ
ア
ー（
ブ
ラ
ジ
ル
タ
ウ
ン
）

②
山
梨
県
：
富
士
山
体
感
ツ
ア
ー（
古
の
富
士
講
文
化
）

③
埼
玉
県
：
川
越
ツ
ア
ー（
芋
掘
り
・
城
下
町
）

④
千
葉
県（
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

地
域
理
解
研
修
）：
成
田
空
港
ツ

ア
ー
／
成
田
山
ツ
ア
ー（
成
田
空
港
：
機
内
食
ラ
ン
チ
・
滑
走

路 
立
入
禁
止
区
域
・
管
制
塔
見
学
）

⑤
神
奈
川
県
：
中
華
街
ツ
ア
ー（
中
華
学
校 

授
業
体
験
・
横

浜
開
港
資
料
館
・
中
華
街
）

　

実
施
に
当
た
り
三
つ
の
目
的（
Ⅰ. 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
外

国
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
、あ
る
い
は
そ
の
県
ら
し
さ
が
感
じ

ら
れ
る
場
所
へ
の
訪
問
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、国
際
理
解
や
国

際
交
流
の
力
を
育
む
。Ⅱ. 

訪
問
地
の
各
県
I
Y
E
O
が
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、地
域
と
の

つ
な
が
り
を
よ
り
強
め
、併
せ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
を
高
め

る
。Ⅲ. 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
絆
を
強
め
る
。）は
い
ず
れ

も
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、平
成　

年
度
も
引
き
続
き
活

動
を
発
展
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

■
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク：【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア・イ
エ
メ
ン
　
食
文
化

交
流
パ
ー
テ
ィ
】

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、I
Y
E
O
設
立
 
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
エ
メ
ン　

食
文
化
交
流
パ
ー

テ
ィ
】を
、2
0
1
6
年
3
月
 
日（
土
）に
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ウ
ィ
ナ
さ
ん（
第
 
回「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の

船
」事
業
参
加
青
年
、第
 
回「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」事
業

ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
ダ
ー　

M
s. Syafw

ina

）、イ
エ
メ
ン
の
ハ
ニ
さ

ん（
第
 
回「
世
界
青
年
の
船
」事
業
参
加
青
年M

r. H
ani 

Al-Shareef

）に
よ
る
手
料
理
を
囲
み
、ウ
ィ
ナ
さ
ん
か
ら
は
出

身
地
の
ア
チ
ェ
の
復
興
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、ハ
ニ
さ
ん
か
ら

は
イ
エ
メ
ン
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成　

年
度「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」事
業
及
び

次
世
代
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム「
シ
ッ
プ･

フ
ォ
ー･

ワ
ー
ル
ド･

ユ
ー
ス・
リ
ー
ダ
ー
ズ
」の
参
加
者
か
ら
帰
国

報
告
が
あ
り
、参
加
者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
国
を
一言
紹
介
す

る
ワ
ー
ル
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
加
わ
り
、　

名（
I
Y
E
O
会
員
及

び一般
参
加
者
）が
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

■
I
Y
E
O
設
立
 
周
年
リ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

I
n
九
州

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
作
成
し
た
共
同
イ
ベ
ン
ト
用
の

「
I
Y
E
O
設
立　

周
年
」横
断
幕
が
、沖
縄
県
か
ら
出
発

し
て
九
州
各
地
を
周
っ
た
後
、1
年
を
か
け
て
全
国
で
実
施

さ
れ
た
様
々
な
I
Y
E
O
イ
ベ
ン
ト
を
周
り
、会
員
が
集
ま

る
機
会
に
使
わ
れ
、活
動
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
。I
Y
E
O
は
東
日
本
大
震
災

発
生
直
後
か
ら
、東
北
3
県
の
I
Y
E
O
会
員
と
連
携
し
、

様
々
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ま
と
め

て
紹
介
し
ま
す
。

I
Y
E
O
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
活
動（
岩
手
県
、宮
城

県
、福
島
県
主
催
）

　

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事

業
既
参
加
者
の
経
験
や
知

識
、情
報
、ア
イ
デ
ィ
ア
を
い

か
し
な
が
ら
、I
Y
E
O
が
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
復

興
に
貢
献
す
る
活
動
を
、岩

手
県
、宮
城
県
、福
島
県
の

I
Y
E
O
が
主
催
す
る
際

に
、必
要
に
応
じ
て
I
Y
E
O

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
金

を
役
立
て
ま
し
た
。

平
成

　〜
　
年
度
活
動
報
告

①
縁
側
カ
フ
ェ
活
動

　

岩
手
県
青
年
国
際
交
流
機
構
が
平
成　
年
5
月
か
ら
始
め

た
縁
側
カ
フ
ェ
活
動
が
、5
年
目
と
な
り
実
績
を
積
ん
で
き
ま

し
た
。平
成　

年
度
の
活
動
は
、メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。平
成　

年
度
も
県
内
各
地
で
縁
側
カ
フ
ェ
を
開
催

予
定
で
す
。

②
新
潟×

東
北（
福
島・宮
城・岩
手
）チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
花
絵
大
作
戦

　

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
と
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
I
Y
E
O
と
の
共
催

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
花
絵
大
作
戦
」が
、岩
手
県
I
Y
E
O
、宮
城

I
Y
E
O
、船
と
翼
の
会
ふ
く
し
ま
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
新

潟
県
I
Y
E
O
の
大
き
な
バッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。（
詳
細
は
P
7
参
照
）

③
坂
本
達
さ
ん
に
よ
る

講
演
会

　
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

事
業
既
参
加
青
年（
第　

回

参
加
者
、第　

回
N
L
）の

坂
本
達
氏
が
企
画
す
る「
東

日
本
大
震
災
の
復
興
を
支

援
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
」開
催
の
依
頼
に

基
づ
い
て
始
ま
っ
た
講
演
会

で
す
が
、近
年
は
地
元
の
ニ
ー

ズ
で
依
頼
が
あ
り
、岩
手
県

及
び
宮
城
県
で
実
施
し
ま

し
た
。平
成　

年
は
秋
ご

ろ
、3
県
で
実
施
予
定
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ブュッフェスタイルで2か国の
食事をいただきました。

講師2名（前列右から
3人目と2人目）との
集合写真

山梨県富士山体感ツ
アーで世界文化遺産に登
録された富士山周辺の観
光スポットを訪れ、外国人
観光客の様子や見どころ
を知ることで自国の文化
理解を深めるとともに、外
国人に日本文化を紹介す
るための一助とした

埼玉県川越ツアーで芋ほり体験して親睦を深めた参加者

出典：月刊『ソトコト』2015年10月号

東日本
大震災
復興支援
活動

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4月26日

5月3日

5月10日

6月14日

7月12日

8月2日

10月11日

11月8日

11月15日

平成27年度の縁側カフェ活動
IYEO縁側カフェ
チューリップ花絵大作戦にて
IYEO縁側カフェ
住民の方からのリクエストで、岩手
県IYEO会員の紹介により5人の
フィリピン人による英会話レッスン
チューリップ花絵大作戦にて
IYEO縁側カフェ
IYEO縁側カフェXフィリピン家
庭料理
売上金は全額「お互いさま募
金」へ寄付（ネパール支援）
売上金は全額「お互いさま募
金」へ寄付（ネパール支援）
IYEO縁側カフェ
「岩手弁バージョン」のラジオ体操
でリフレッシュ！
売上金は全額「お互いさま募金」
（栃木の洪水被災地）へ寄付
売上金は全額「漁協婦人部」
へ寄付
IYEO縁側カフェ

長洞仮設

大槌町福幸きらり商店街

長洞仮設

大槌町お楽しみ市
「何あんだべー」
大槌町お楽しみ市
「何あんだべー」
長洞仮設公民館

大槌町お楽しみ市
「何あんだべー」
大槌町お楽しみ市
「何あんだベー」
田野畑村切牛地区黎
明団地（復興住宅）の
集会所

～IYEOに寄付して、旬の品を食べよう!～ （1）実施時期・期間：平成28年秋（予定）～平成29年3月31日
　（秋・冬・春・夏の四つの季節から1季節を選択）
（2）実施取扱：IYEO事務局（申込受付）
（3）対象：IYEO会員　限定　（4）対象人数：100口限定
（5）具体的な活動内容：1年（夏・秋・冬・春）一口10,000円の寄付
　のうち、寄付者の選択する全国の旬の品が届く。
　旬の品は、会員が関わる事業者に協力をお願いし、おいしくいただけ
　る果物や商品を活用し、商品を送付する。
（6）期待できる効果：寄付金額の向上。寄付を通じて会に貢献する
　意識の醸成。
（7）申込方法：IYEOウェブサイトにて秋より詳細を掲載し、申込受付予定
（8）商品（予定）

日本青年国際交流機構（以下「IYEO」という。）では、平成27年度IYEO設立30周年を機に

IYEOへの寄付金額の増額をはかり、財政基盤の充実に向けて「IYEOへ寄付して、旬の品

を食べよう!」を企画・実施しました。本プロジェクトは、平成28年度よりその続編として、継続

的な財政基盤の強化を目指して実施します。

本プロジェクトを通して、IYEOを応援される方に全国のIYEO会員が手がける特産品等を返

礼品として贈り、IYEOへの「寄付」に対する関心を高めるとともに、寄付に対する感謝の気持

ちを伝えます。また、IYEO会員はもとより、IYEOに縁がある方をはじめ多くの方々に全国の魅

力的な商品や特産品のすばらしさを知ってもらうことにより、IYEOの魅力やIYEOに対する興

味・関心が高まり、活動が広がることをねらいます。

7月1日
7月2日
7月3日

2月22日
2月23日

全校生徒540名対象
6年生112名対象
生徒414名及び保護者対象
4年生74名対象
5・6年生60数名対象
1・2学年親子講演会にて、PTA、
職員含め約500人対象
利用者、職員など85名対象

盛岡市立仙北中学校
石巻市立蛇田小学校
名取市立名取第二中学校
名取市立ゆりが丘小学校
大船渡市立末崎小学校
盛岡市立見前中学校

津志田老人福祉センター

28 30

30

30

30

26

22

27

41

42

17

IYEO東日本大震災復興支援募金活動

16,406,461円
（団体10,632,049円、個人5,774,412円）の寄付が
集まりました（平成28年3月31日迄）。
主な使途は、支援金、支援物資送付、事務経費です。

平成27年度　坂本達さんによる講演会活動

23

27

プログラム
内容

目的

秋
冬
春
夏

米、キウイ詰め合せ

めかぶ
さくらんぼ

11月中旬

6月後半
8月後半

米
りんご
わかめ
乳製品詰め合せ

10月中旬
１月
6月上旬
8月中旬

27
28

1828

31

28
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４
月
 
日
の
震
度
７
か
ら
二
日
も
経
た
な
い
４
月　

日
未
明

に
震
度
７
を
超
え
る
本
震
に
襲
わ
れ
、そ
の
後
の
絶
え
間
な
い

余
震
の
恐
怖
が
続
い
た
熊
本
。

　

３
か
月
を
経
て
、マ
ス
コ
ミ
報
道
に
も
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ

ら
れ
な
く
な
っ
た
今
、被
災
者
の
皆
さ
ん
の
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

罹
災
証
明
も
受
け
ら
れ
な
い
方
々
が
、未
だ
に
数
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
青
年
国
際
交
流
機
構
で
は
、熊
本
県
の
役
員
や
メ
ン

バ
ー
か
ら
情
報
を
い
た
だ
き
、継
続
し
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。会
員
の
方
で
も
被
災
さ
れ
、自
宅
に
住
め
な
い

状
況
の
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ
う
し
た
会
員
の
皆
さ
ん

に
、是
非
と
も
お
見
舞
い
金
を
お
送
り
し
た
く
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、多
く
の
方
へ々の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
会
員
も
い

ま
す
。そ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
の
活
動
支
援
も
行
って
ま
い
り
た
く
、

皆
さ
ん
の
支
援
金
への
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
は
、震
災
の
１
週
間
後
に
熊
本
に
支
援
物
資
を
届
け

て
く
れ
ま
し
た
、鹿
児
島
県
I
Y
E
O
の
土
井
会
長
と
熊
本

県
在
住
の
村
本
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

届
け
し
ま
す
。ま
た
、南
阿
曽
村
教
育
長
を
第
２
回
「
青
年
の

船
」の
藤
岡
孝
輔
さ
ん
が
お
勤
め
で
あ
る
御
縁
か
ら
、南
阿
曽

村
教
育
委
員
会
に
寄
付
金　

万
円
を
届
け
ま
し
た
こ
と
を
報

告
し
ま
す
。

被
災
か
ら
3
か
月
、熊
本
の
今

I
Y
E
O
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

村
本　

き
よ
み

　

４
月　

日　

時　

分
、い
つ

も
の
夜
を
迎
え
て
い
た
熊
本

が一
変
し
て
3
か
月
が
経
ち
ま

し
た
。翌
日
の
４
月　

日
未

明
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド　

の
ま
さ

か
の『
本
震
』が
起
き
、さ
ら
に

状
況
は
悪
化
し
余
震
に
怯
え

る
日
々
。随
分
余
震
は
減
り
ま

し
た
が
、心
の
奥
に
刻
ま
れ
た
恐
怖
の
記

憶
は
簡
単
に
は
消
え
な
い
よ
う
で
す
。余

震
は
1
9
0
0
回
を
超
え
ま
し
た
。震

度
１
や
２
で
も
、揺
れ
を
感
じ
る
と「
ま

た
あ
の
大
き
な
揺
れ
が
来
る
の
で
は
な

い
か
」と
、身
構
え
る
日
々
で
す
。目
に
見
え
な
い
自
然
の
威
力

に
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、た
だ
収
ま
る
の
を
祈
る
し
か
な

い
時
間
が
過
ぎ
ま
す
。

　

地
震
発
生
か
ら
全
国
各
地
の
皆
様
の
支
援
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。皆
様
の
支
援
の
お
か
げ
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
、

予
定
よ
り
早
め
に
復
旧
し
、日
常
も
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、復
旧
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。熊
本
の
会
員
の
中
に
も
、自

宅
が
全
壊
、半
壊
、一部
損
壊
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。

　

避
難
所
で
生
活
を
続
け
る
人
は
、発
震
当
初
の　

万
人
か

ら
４
千
人
と
な
り
、仮
設
住
宅
へ
の
転
居
も
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。し
か
し
、依
然
車
中
泊
や
自
宅
敷
地
内
で
テ
ン
ト
生
活
を

続
け
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

熊
本
市
で
は
、よ
う
や
く
全
半
壊
し
た
家
屋
の
公
費
解
体

が
始
ま
り
ま
し
た
。罹
災
証
明
の
申
請
は　

万
件
を
超
え
、証

明
書
の
交
付
済
み
は
ま
だ
８
割
と
の
こ
と
。

　

道
路
は
う
ね
り
、余
震
の
影
響
で
亀
裂
は
増
え
、車
社
会
の

熊
本
で
は
各
所
で
の
渋
滞
も
日
常
と
な
り
ま
し
た
。熊
本
県

民
の
シ
ン
ボ
ル
、熊
本
城
も
見
る
も
無
残
な
姿
と
な
り
、震
災

後
の
大
雨
で
も
被
害
が
増
え
た
よ
う
で
す
。

　

歩
き
始
め
た
ば
か
り
の
復
興
。課
題
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
だ
ま

だ
先
は
見
え
ま
せ
ん
が
、熊
本
県
の
会
員
に
留
ま
ら
ず
、今
後

も
I
Y
E
O
と
し
て
各
所
で
の
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

”
が
ん
ば
る
け
ん
、熊
本
県
！
“

熊
本
支
援
活
動
に
駆
け
つ
け
て

　
〜
今
後
の
活
動
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
〜

I
Y
E
O
鹿
児
島　

会
長　

土
井　

敦

　

S
N
S
が
普
及
し
て
い
る
今
、被
災
直
後
か
ら
、本
当
に
様
々

な
情
報
が
飛
び
交
う
。私
も
鹿
児
島
か
ら
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
、情
報
を
集
め
て
い
た
が
、情
報
が
錯
綜
し
す
ぎ
て
、ど

の
よ
う
な
支
援
が
正
解
か
分
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　

例
え
ば
、「
今
は
現
地
に
行
く
と
迷
惑
に
な
る
」と
い
う
情

報
も
飛
び
交
っ
て
い
た
が
、た
と
え
そ
れ
が
被
災
者
自
身
の
発

信
し
た
情
報
で
あ
っ
て
も
、余
震
も
続
く
状
況
で
、支
援
者
を

被
災
者
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
正
義
感
か
ら
発
信
し
て
い

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。実
際
に
、支
援
物
資
を
届
け
た
際
も
、本

当
に
辛
い
状
況
で
あ
り
な
が
ら
も
、私
た
ち
を
気
遣
い
、被
災

者
同
士
助
け
合
っ
て
生
活
さ
れ
て
お
り
、頭
の
下
が
る
思
い
が

し
た
。

　

震
災
１
週
間
後
の
4
月　

日
の
現
場
に
入
っ
た
実
感
と
し
て

は
、現
地
入
り
す
る
時
間
帯
の
考
慮
や
、ト
イ
レ
、食
料
、泊
ま

る
場
所
な
ど
を
自
己
完
結
で
き
れ
ば
、必
ず
支
援
は
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。も
ち
ろ
ん
、現
地
で
の
活
動
も
、指
示
を
待

つ
の
で
は
な
く
、必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
自
ら
動
い
て
い
く

よ
う
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

　

今
回
、一番
に
感
じ
た
の
は
、支
援
の
形
は
、立
場
に
よ
っ
て
役

割
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。行
政
や
、公
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、公
平
中
立
の
立
場
上
、で
き
る
支
援
と
で
き
な
い

支
援
が
あ
る
。例
え
ば
、目
の
前
に
支
援
物
資
が
あ
っ
て
、困
っ

て
い
る
人
が
い
て
も
、避
難
者
全
員
分
な
け
れ
ば
配
布
で
き
な

い
状
況
や
、避
難
所
の
段
差
を
、高
齢
者
、障
害
者
が
転
倒
し

な
い
よ
う
に
整
え
よ
う
と
思
っ
て
も
、活
動
の
許
可
を
申
請

し
、上
層
部
の
許
可
が
下
り
る
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す

る
状
況
な
ど
が
あ
っ
た
。今
後
、そ
の
よ
う
な
公
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
隙
間
を
埋
め
る
よ
う
な
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
を
、I
Y
E
O
で
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　

現
在
、メ
デ
ィ
ア
で
は
被
災
地
の
状
況
が
報
道
さ
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、人
的
支
援
、物

的
支
援
、ス
ト
レ
ス
ケ
ア
な
ど
、ま
だ
ま
だ
継
続
的
に
支
援
は

必
要
な
状
況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。支
援
活
動
が
下

火
に
な
っ
た
今
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、永
続
的
な
活
動
が
求
め

ら
れ
る
。

藤岡孝輔南阿蘇村教育長（中央）に寄付金を渡す大橋玲
子会長代理（右）、土井敦鹿児島県IYEO会長

熊本地震
復興支援
活動

地域に
おける活動

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
I
Y
E
O
は
、各
都
道
府
県
に
青
年
国
際
交
流
機
構
（
独
自
の
名
称
の
場
合
あ
り
）を
組
織
し
、各
都
道
府
県
が
実
施

し
て
い
る
青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
た
青
年
た
ち
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

都
道
府
県
ご
と
の
I
Y
E
O
会
員
数
は
１
０
０
名
〜
１
８
０
０
名
と
幅
広
い
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
規
模
は
違
い
ま

す
が
、都
道
府
県
I
Y
E
Oの
１
年
間
の
活
動
の
流
れ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
年
間
予
定
を
紹
介
し
ま
す
。

瑩光保育園児からの
りんごのお礼メッセージ

全国推進会議
活動実績報告書整理

役員会、都道県庁担当所管課への御挨拶、内閣府での二次試験に向けたアドバイス会

★平成28年度の都道府県IYEOの主な活動予定

１年間の活動事例

★ブロック大会実施
平成28年度ブロック大会実施開催一覧

総会実施

都道府県 IYEO役員研修

今年度派遣者壮行会実施（各都道府県IYEOで実施）
新潟県で全国推進会議(都道府県の代表者)全国大会（全会員が対象）

下旬からは、平成29年度の内閣府青年国際交流事業の参加青年募集開始、
各都道府県IYEOでは翌年度の事業説明会（～3月）

様々な内閣府青年国際交流事業の地方プログラムの受入が各地で行われます。
（下記、受入れ一覧参照）　

地域の活動への協力（他団体との協力）

ブロック大会実施（会員全てが対象）

地域の留学生との交流会（独自事業）

9月 ～

1 月

4月

1月

2月
3月

7月

5月

6月

8月

10月
11月
12月

秋田県

埼玉県

新潟県

静岡県

兵庫県

島根県

徳島県

福岡県

12月3日（土）-4日（日）

11月12日（土）-13日（日）

8月27日（土）-28日（日）

7月2日（土）-3日(日）

１月28日(土）-29日（日）

7月23日(土）-24日(日）

7月16日（土）-17日（日）

11月26日（土）-27日（日）

会場：ゆきみーる（大田市）　宿泊：スカイホテル大田＆NEWスカイホテル（大田市）

会場：とくぎんトモニプラザ（徳島県青少年センター）（徳島市）　宿泊：アグネスホテル徳島（徳島市）

会場：太宰府館（太宰府市）　宿泊：ルートイングランディア大宰府（太宰府市）

開催県 　       開催日(案) 　　　　                                                                    会    場

【1日目、宿泊】川越東武ホテル(川越市）
【2日目】川越市南公民館（川越市）

田沢湖芸術村 ゆぽぽ(仙北市)

岩室温泉ゆもとや（新潟市）

マイホテル竜宮（静岡市）

青少年宿泊研修センターＯＡＡはりまハイツ（加古川市）

★平成28年度内閣府青年国際交流事業の受入れ一覧（予定）
●国際青年育成交流

●日本・中国青年親善交流

●日本・韓国青年親善交流

●東南アジア青年の船

10月1日～10月9日

10月27日～10月30日

1月19日～1月22日

2月21日～2月26日

和歌山県・富山県、島根県・大阪府、函館市・香川県

福井県、京都府、広島県、山口県、熊本県

鳥取県、大分県、鹿児島県

●次世代グローバルリーダー事業
　「シップ・フォー・ワールド・ユース・リーダーズ」
●地域課題対応人材育成事業
　「地域コアリーダープログラム」

宮城県、福島県、栃木県、長野県、三重県、兵庫県、奈良県、岡山県、
徳島県、高知県、長崎県
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熊本地震復興支援金 1,266,688円
（団体551,247円、個人715,441円）の寄付が
集まりました（平成28年7月27日迄）。主な使
途は支援金、支援物資送付、義援金です。

岩手県
岐阜県

11月9日～11月11日
11月11日～11月14日
7月26日～7月29日
7月29日～8月 1 日

愛知県
滋賀県

口座名称：日本青年国際交流機構
【ゆうちょ銀行から】郵便振替口座 00140-3-73972
【他行から】銀行名：ゆうちょ銀行、金融機関コード：9900、
店番：019、預金種目：当座 
店名：〇一九 店（ゼロイチキユウ店）、口座番号：0073972
＊備考欄記載またはオンラインフォームで御連絡ください。
（http://goo.gl/forms/UxyKC2c6Fm）にて、
「1.熊本地震の被害に対する支援金 2.氏名 3.参加事業年度」

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
へ
の
支
援
に
向
け
て

　
〜
I
Y
E
O
会
員
の
応
援
を
届
け
ま
し
ょ
う
！
〜



北海道・東北ブロック
北海道 青森 岩手
宮城 秋田 山形 福島

IYEO本部役員一覧　平成28年度4月1日現在都道府県IYEO会長　平成28年7月22日現在

役　　職

会　 長

会長代理

副会長（国際）

副会長（組織）

副会長（総務）

副会長（組織）

副会長（PR）

ブロック幹事

北海道・東北

関　 東

北信越

東　 海

近 　畿

中　 国

四 　国

九　 州

幹事

事務局長

事務局次長

事務局次長

国際担当幹事

組織担当幹事

PR担当幹事

国際担当幹事

組織担当幹事

PR担当幹事

PR担当幹事

監査

監査役

監査役

顧問及び参与 　

顧問

顧問

顧問

参与

参与

参与

氏　　名

佐藤　恵一

大橋　玲子

白鳥　正信

高下　正晴

本田　温子

田村　香子

長末　辰也

菅野　裕子

青木　優子

間嶋　祐樹

齋藤　佳子

寺西　由佳

更田　匡史

田中　千代

村本　きよみ

得能　淳

桑原　真哉

田畑　静吾

齋藤　珠恵

田中　純子

川嶋　伸明

福田　達男

赤木　功

岡田　康宏

小島　まき子

吉岡   誠 

野村　隆紹

　

酒井　洋幸

田中　南欧子

大河原　友子

中野　智昭

田中　克宜

上杉　聖次

参加事業

S61船（20回）

S55船（14回）

H5東ア（20回）

H2世界（3回）

H10世界（11回）

H10ドミニカ共和国（5回）

H12世界（13回）

H12世界（13回）

H10日中（20回）

H13世界（14回）

H1世界（2回）

H12世界（13回）

県単派遣

S61日中（8回）

H10世界（11回）

H17世界（18回）

H17チリ（12回）

H16東ア（31回）

H9世界（10回）

H7世界（8回）

H14日韓（16回渉外団員）

H16コア（3回）

H7世界（8回）

H11世界（12回）

H20世界（21回）

H21日韓（23回副団長）

H6日中（16回）

　

S42中欧（9回）

S55東ア（7回）

S62東ア（14回）

S61船（20回）

S54アフリカ（21回）

S54船（13回）

東海ブロック
岐阜 静岡 愛知 三重

四国ブロック
徳島 香川 愛媛 高知

九州ブロック
福岡 佐賀 長崎 熊本
大分 宮崎 鹿児島 沖縄

中国ブロック
鳥取 島根 岡山
広島 山口

近畿ブロック
滋賀 京都 大阪
兵庫 奈良 和歌山

北信越ブロック
新潟 富山

石川 福井 長野

〈47都道府県8ブロック制〉

関東ブロック
茨城 栃木 群馬 埼玉 
千葉 東京 神奈川 山梨

IYEOは、ボランティア組織として歴史を重ねてきました。運営は、基本的に仕事を別途持った無償ボランティアの役員によって
行われており、本部役員と47都道府県ごとに組織を置いて役員体制をとっています。

全国都道府県IYEOの役員を御紹介したいところですが、ここでは、本部役員と都道府県会長を紹介させていただきます。
会員の皆さま、都道府県IYEOの役員メンバーに、是非ともコミュニケーションを取ってくだされば幸いです。

日本青年国際交流機構　本部役員並びに都道府県会長紹介

北海道青年国際交流機構
青森県青年国際交流機構
岩手県青年国際交流機構
宮城青年国際交流機構
秋田県青友会
山形県青年国際交流機構
船と翼の会ふくしま

藤井　花
佐藤　彩子
高橋　直幸
伊勢　みゆき　
エヨング 宏枝
鏡　千尋
山崎　庸貴

H24ヨルダン（19回）
H16日韓（14回）
H21世界（22回）
H12世界（13回）
H14世界（15回）
H20日韓（22回）
H14日韓（16回）

hokkaidoiyeo@yahoo.co.jp
aomoriiyeo2015@gmail.com
iwateiyeo@yahoo.co.jp
miyagi.iyeo@gmail.com
iyeo.akita@gmail.com
※hq@iyeo.or.jp
funetotubasa@hotmail.co.jp

茨城県青年国際交流機構
栃木県青年国際交流機構
群馬青友会
埼玉県青年国際交流機構
千葉県青年国際交流機構
東京都青年国際交流機構
神奈川県青年国際交流機構
山梨県青年国際交流機構

深谷　めぐみ
赤木　克葉
岡村　和代
大島　修一
石原　裕文
神戸　知子
酒井　敏之
松川　裕子

H4世界（5回） 
H5日中（15回）
県単派遣
H3日韓（5回）
H19カンボジア（14回）
H13東ア（28回）
S54東ア（6回）
H3東ア（18回）

ibaraki-iyeo@hotmail.co.jp
※hq@iyeo.or.jp
※hq@iyeo.or.jp
saitamaiyeo@gmail.com
chibaiyeo@gmail.com
tokyoiyeo@yahoo.co.jp
iyeokanagawa@yahoo.co.jp
※hq@iyeo.or.jp

最新の情報はウェブサイトを御覧下さい。
http//www.iyeo.or.jp

新潟県青年国際交流機構
富山県青年国際交流機構
石川県青年国際交流機構
福井県青年国際交流機構
長野県青年国際交流機構

小林　恵子
日南田　美幸
蔵　真基子
峯田　雅朗
樋口　敦子

H10世界（11回） 
H3世界（4回）
H13スウェーデン（8回）
H18コア（5回）
H5世界（6回）

niigataiyeo@gmail.com
iyeo_toyama@hotmail.co.jp
※hq@iyeo.or.jp
fukuiiyeoh21@yahoo.co.jp
iyeonagano@yahoo.co.jp

岐阜県青年国際交流機構
静岡県青年国際交流機構
愛知県青年国際交流機構
三重県青年国際交流機構

戸崎　政寿
加戸　真未
髙山　将宏
白木　邦貞

H13日中（23回）
H13東ア（28回）
H15日韓(17回）
H17世界（18回）

※hq@iyeo.or.jp
shizuoka.iyeo@gmail.com
info@iyeo-aichi.jp
mie-iyeo@hotmail.co.jp

滋賀県青年国際交流機構
京都府青年国際交流機構
大阪府青年国際交流機構
兵庫県青年国際交流機構
奈良県青年国際交流機構
海友会（和歌山）

苅森　千恵
荒田　圭久
高宮　昭仁
関本　彩子
小野　智恵美
出羽　正典

H18世界（19回）
H1世界（2回）
H20コア（7回）
Ｈ20世界（21回）
Ｈ21日中（31回）
H16日中（26回）

shiga-iyeo@kohara.info
kyotoiyeo@hotmail.co.jp
osakaiyeo@gmail.com
iyeo.hyogo@gmail.com
iyeo.nara@gmail.com
kaiyukai.iyeo@gmail.com

とっとり青友会
国際ネットワークしまね
岡山県青年国際交流会
広島県青年国際交流機構
山口県青年国際交流機構

河﨑　忠義
池田　俊貴
長木　愛
兼友　昭典
徳冨　信恵

H6東ア（21回）
H20コア（７回）
H12東ア（27回）
H20東ア（35回）
H17世界（18回）

tottoriseiyuukai@yahoo.co.jp
inshimane@gmail.com
okayamaiyeo@hotmail.co.jp
hiroshima.iyeo@gmail.com
y_iyeo@yahoo.co.jp

徳島県青年国際交流機構
香川県青年国際交流機構
愛媛県青年国際交流機構
高知県青年国際交流機構

近森　由記子
菅　圭介
澤田　乃理子
前田　正也

H20世界（21回）
H15世界（16回）
H22世界（23回）
S55船（14回）

tokushima.iyeo@hotmail.co.jp
kagawaiyeo@gmail.com
e-iyeo@hotmail.co.jp
kochi.iyeo@gmail.com

福岡県青年国際交流機構
佐賀県青年国際交流機構
長崎県青年国際交流機構
熊本県青年国際交流機構
大分県青年国際交流機構
宮崎県青年国際交流機構
鹿児島県青年国際交流機構
沖縄県青年国際交流機構

岡部　恵子
野口　菜央子
山田　公美
本山  香菜子
田中　一旭
荒武　千穂
土井　敦
岸信　朋

H19日韓（21回）
H21世界（22回）
H16コア（3回）
H18東ア（33回）
H25コア（11回）
S58東ア（10回）
H22コア（9回）
H24世界（25回）

fukuokaiyeo@yahoo.co.jp
sagaiyeo@gmail.com
※hq@iyeo.or.jp
※hq@iyeo.or.jp
oita.iyeo@gmail.com
※hq@iyeo.or.jp
kagoshimaiyeo@gmail.com
okinawa.iyeo@gmail.com

【表記について】
●平成28年4月1日現在最初に参加した事業を掲載
●事業略称：航空機派遣（派遣先）
　青年の船（船）、東南アジア青年の船（東ア）
　世界青年の船（世界）、青年社会活動コアリーダー育成事業（コア）、
　日本・中国青年親善交流事業（日中）、日本・韓国青年親善交流事業（日韓）
　県単派遣事業（県単）
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14

　

I
Y
E
O
で
は
、2
0
2
0
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
実
施
に
向
け
て
、I
Y
E
O
会
員
の
多
様
な

人
材
の
能
力
を
い
か
し
て
貢
献
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、会
員
等

の
社
会
貢
献
意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、「
I
Y
E
O
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
2
0
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
翻
訳

制
度
」を
設
け
ま
す
。こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、他
団
体
と
の

連
携
を
図
る
と
と
も
に
I
Y
E
O
の
社
会
的
認
知
度
を
高
め

る
こ
と
も
ね
ら
い
ま
す
。

　

平
成
 
年
 
月
か
ら
、I
Y
E
O
会
員（
前
大
分
県

I
Y
E
O
会
長 
阿
部
友
輝
さ
ん
）が
理
事
を
務
め
る「
日
本

肢
体
不
自
由
者
卓
球
協
会
」よ
り
、国
際
大
会
の
開
催
要
項

な
ど
の
翻
訳
依
頼
を
受
け
、こ
れ
ま
で
に
８
回
の
依
頼
の
も
と

　

フ
ァ
イ
ル
の
翻
訳
協
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
た
め
に
は
、大
会
で
決
め
ら

れ
て
い
る
標
準
記
録
を
超
え
る
こ
と
や
、出
場
を
希
望
し
て

い
る
競
技
種
目
の
中
で
世
界
選
手
権
な
ど
の
大
会
に
お
い
て

上
位
に
入
る
等
し
て
、出
場
権
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
、I
Y
E
O
会
員
の
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協

力
し
た
開
催
要
綱
は
日
本
肢
体
不
自
由
者
卓
球
協
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
さ
れ
、多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。

日
本
肢
体
不
自
由
者
卓
球
協
会
　

　
選
手
兼
国
際
部
代
表
　

　
立
石
ア
ル
フ
ァ
裕一さ
ん
か
ら
の

　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

ス
ペ
イ
ン
大
会
は
申
込
多
数
で
参

加
を
断
ら
れ
て
い
る
国
が
出
て
い

ま
し
た
が
、お
陰
様
で
無
事
に
申
し
込
み
完
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、翻
訳
い
た
だ
い
た
要
項
が
あ
っ
た
お
陰
で

問
題
な
く
エ
ン
ト
リ
ー
手
続
き
が
で
き
、日
本
チ
ー
ム
は
参
加

が
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。ひ
と
え
に
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ま
の
お
陰
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。(

平
成　

年
5
月　

日)

　

ス
ペ
イ
ン
大
会
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
後
私
は
ル
ー

マニ
ア
大
会
に
も
転
戦
し
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
と
お
り
で

す
。私
も
何
と
か
２
大
会
で
メ
ダ
ル
が
取
れ
て
少
し
安
堵
と
、

も
っ
と
で
き
る
と
い
う
悔
し
さ
が
同
居
し
て
い
る
状
態
で
す
。

(

平
成　

年
7
月
5
日)

　

平
成　

年
2
月
に
、フ
ィ
ジ
ー
共
和
国（
フ
ィ
ジ
ー
）で
発

生
し
た
サ
イ
ク
ロ
ン・
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
の
影
響
に
よ
り
、甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。そ
の
被
害
に
対
し
、I
Y
E
O
は

S
W
Y
A
A
フ
ィ
ジ
ー
へ
積
立
金
＄
1
0
0
0
を
送
金
し
ま

し
た
。そ
の
後
I
Y
E
O
を
通
じ
て
集
ま
っ
た
寄
付
金
の
総

額
は
8
8,
1
0
0
円
と
な
り
ま
し
た
。　

　

S
W
Y
A
A
フ
ィ
ジ
ー
は
、被
害
の
ひ
ど
か
っ
た
ナ
ヴ
ィ

テ
ィ
レ
ヴ
村
の
住
人　

家
族
に
、家
庭
用
品
セ
ッ
ト（
調
理
器

具
、カ
テ
ラ
リ
ー
、タ
オ
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト
、清
掃
用
具
、洗
剤
、

洗
濯
ば
さ
み
、石
鹸
、蚊
帳
等
）を
届
け
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

国際的な
活動

SWYAAフィジーから被災住民への家庭用品セット贈呈式

特に西部では被害がひどく、ビニールシートを使っ
て暮らしている状況

平成28年6月16日～18日 アル・プラ・ダ・リョブレガート（スペイン）で開催されたスペイン
オープンに参加した日本チーム

www.ne.jp/asahi/para/tabletennis

IYEOでは、オリンピック・パラリンピック2020ボランティア通訳
翻訳制度に協力できるボランティア登録を始めます。ボランティ
アに興味がある方、協力対象団体として興味がある方は 
op2020@iyeo.or.jp へ御連絡ください。
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大
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動


